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第4章 ポ ス ト ｡ ア パ ル ト - イ ト の南ア フ リカ
- ジ ェ ノ サイ ド論 か らの ア プ ロ ー チ -
永 原 陽 子
ジ ェ ノ サイ ドの歴史と しての 20世紀
今まさに幕を閉 じようと して い る 20世紀 の世界史を振り返るとき ､ こ の 1世紀に人類が直面す る
こ とに なっ た 一 つ の 最大の 問題が ジ ェ ノサイ ドで ある ことは間違い ないだろうo ある種 の 人間集団に
対す る大量虐殺 はそれ以前の 時代にも見られ るこ とで はあるが ､ 今世紀にお ける科学の 発達は ､ それ
以前とは比 べ もの にならない規模 の 大量殺教を体系的に実行す る ことを可能に して しま っ たo しかも ､
それが ｢人種+ や ｢民族+ とい う観念にか かわ っ て実行された点に ､ こ の 時代の 特質がある ｡
ジ ェ ノサイ ドの芽はすで に第 - 次世界大戦にお ける各種の新 しい 兵器 (戦車 ､ 航空機 ､ 毒ガス など)
の使用に見てとる ことが できるが ､ 本格的にはナ チ ズム に よ っ て実行された こ と は ､ ｢ジ ェ ノサイ ド+
とい う言葉が作 り出された経緯 から しても明らかだろう ｡ しか し､ ジ ェ ノサイ ドとい う観点か らみた
とき ､ ナチ ズ ム は 20世紀の世界史 の例外現象では決 し七ない o ス タ ー リ ンの ソ連はもとより ､ 広島 ･
長崎の 原爆 ､ ベ トナム 戦争 ､ ボル ボ トの カ ン ボジア ､ 近くはイラクやトル コ にお けるク ル ド人の 迫害
か ら､ ボ ス ニ ア にお ける ｢民族浄化+､ ル ワ ンダ内戦 - - と､ 枚挙に暇が ない o
第 二次世界大戦後の ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判は ､ ナ チズ ム の 下で行なわれたジ ェ ノサイ ドすなわちホ ロ
コ ー ス トに対 し､ ｢人道に対する罪+ とい う新 しい ｢戦争犯罪+ 概念を生み出す こ とセ､ 従来の 国際
法の想 定を超える問題 に対処 しようと した o しか し､ 同 じときに同 じ戦勝国に よ っ て行 なわれたはず
の東京裁判で は ､ ｢人道に対する罪+ は問われ なか っ た｡ つ まり ､ 日本軍に虐げられたア ジア の 人々
の生命は ､ ヨ ー ロ ッ パ の ユ ダヤ人の 生命と等価には扱われなか っ たの で ある｡ そ こ に ､ まさに 20世
紀的な人種主義を見て とるこ とが できる の であり ､ ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判 の 限界 を見なくては ならない
が ､ そ の 点をさ しあたり留保 して おくとすれば､ こ の裁判の 意義柱､ 狭義の ｢戦争+ 中に限定せずに ､
I
大量虐殺 をは じめとする人権侵害を ｢罪+ と認定 し､ それに ｢罰+ を与えようと し､ ｢ジ ェ ノサイ ド+
を人類 の 共有す る問題 と して 明示 的に提起 した点にあると い っ て よ い だろう｡ ｢罪+ が - たび犯され
れば､ そ の 被害を真に 旧に復する こ とは できない｡ 死んだ者の命を取り返すこ とは できない ｡ しか し､
｢罪+ を犯 した者を罰 し､ また物質的な補償を行なう ことで ､ 被害者の 受けた傷が癒され ､ 正義が 回
復され ､ また ､ 同種の罪の反復が 予 防され るとい うの が ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判の 思想だろう o
こ う した考えかたは ､ 第二次世界大戦の 戦後処理と いう枠を超 えて ､ 1 948年 には ｢ジ ェ ノ サイ ド
防止 国際条約+ の 成立 をもた ら した｡ 同条約 は ､ ジ ェ ノサイ ドを､ ｢特定の 民族 ､ エ ス ニ ッ ク ､ 人種
ない し宗教集団の 全体または 一 部に対する ､ 被壊の 意図をも っ て行なわれた行為+ と定義 し､ 国際社
会が その 防止 に努 め る べ き こ とを張 っ て い る｡ しか し､ 制定時期か ら知 られ るとおり ､ その 内容は当
時の ｢冷戦+ 状況に大きく左右され ざるを得なか っ たo とく に ､.ジ
ェ ノサイ ドの被害者集団が狭く･定
義され ､ ｢社会的集団+ や ｢政治的集団+ が含まれて い ない の は ､ 東西 双方の 陣営が自らの 政治体制
可
が こ の 条約 を根拠 に批判される こ とを恐れたためで ある(1) 0
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ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判 から こ の ジ ェ ノ サイ ド防止条約 - の流れを見れ ば､ 第 二 次世界大戦以降､ ジ ェ
ノ サイ ドは ､ 国際社会にお い て ｢人道 に対す る罪+ と して認知され る 一 方､ 現実には ､ 帝国主義的人
種主義と覇権主義とに よ っ てそ ゐ扱い が大きく左右 されざるを得ない 事象で あ っ たこ とがわか る｡ そ
れゆえ ､ 防止 条約 の存在に もかか わらず ､ そ の 後も事実として の ジ ェ ノ サイ ドが繰り返 されて い く こ
とになる｡ そ の 代表的な例 は ､ 枯れ葉剤 の使用や ソ ン ミ村の虐殺な どを含む ベ トナ ム戦争での ア メ リ
カ 行為 で あるo こ の 戦争 におて は ､ ア メ リカ側 の 戦争犯罪は い っ さ い問われなか っ た の で ある ｡ それ
ゆえ､ ア メ リカ に よ るジ ェ ノサイ ドをめ ぐっ て ､ 哲学者の B ･ ラ ッ セ ル が提唱 した ｢民衆法廷+ が開
かれた ことは よく知られ て い るo そ こ で の ｢裁き+ は ､ 世界最強の ｢犯罪者+ を実際に処罰する こ と
はで きず とも､ ｢罪+ の所在 を明らか にする こ とで ､ 世界 に正義 を訴 えたの で ある ｡ こ の こ と は同時
に ､ ジ ェ ノサイ ドに対す る法的処罰 とい う思想が ､ 周 際法の レ ヴ ュ ル の 問題と して の み で なく ､ 世界
の 民衆によ っ て も支持され るように な っ たこ とを示 して い る(2)｡
一 方 ､ ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判 が設 立 を予定 した ｢国際刑事裁判所+ に つ い て は ､ その 実現に 50年あ
まりの 年月が 要されたo 国際刑事裁判所 の設 立に かんす る国際条約が採択され ､ 常設の 国際刑事裁判
所 の設置が実現す る運 びとな っ たの は昨年 7月 の こ とであるo そ こ でも ､ 核 を保有する大国の 思惑か
ら核兵器が対象か らはず され るなどの 問題が含まれて い るが ､ ともあれジ ェ ノサイ ドやその 他 の ｢人
道 に対する罪+ を国家の 枠を越 えて裁く場を設 けるという考え方が実行 に移され るこ とにな っ た の で
ある ｡
また ､ それに先だ っ て は ､ ボ ス ニ アやル ワ ン ダで の 内戦に対 して ､ 国連が戦争犯罪裁判所を設け ､
大量虐殺や集団 レイプ等 の 犯人を刑事訴追 し､ 処罰 しようとして きた 例もある ｡ しか し､ こ の 2 つ の
国際裁判 は必ず しもそれぞれの 社会 に正義を回復 し平和と安定 をもたら して はい ない ようだ｡ 裁判が
社会 の亀裂をますます深く し､ 新たな復讐を呼ん で い
る面すらある｡ 紛争の 内戦 と して の 性格が 強ければ強い ほど､ その後 の 社会 の 再建は ｢裁き+ に よ っ
て は実現され得ない という こと も明らかに な っ てきて い るの で ある｡
そう した様々 な限界に もかかわ らず､ ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判以来 50年に わたる以上 の流れに通底す
る の は ､ ジ ェ ノサイ ドある い は広く ｢人道に対す る罪+ と揺られ る現象に つ い て ､ それ を法的処罰と
い う形で対処す るこ とに よ り､ 正義の 回復が 図られ るとす る考え方は揺 らい で い ない ように見受 けら
れる ｡ しか し､ ル ワ ン ダ問題 にせ よ､ ボ ス ニ ア問題に せ よ ､ それが うまく解決でき て い ない とい う事
実を見 るとき ､ 我 々 は ､ それ を､ 法的処罰 の 実践上 の 問題と して片 づ けて よい の だろうか ｡ そもそも
一 つ の 国の 中で暮らして い た人々 が対立する陣営に分かれて殺 し合う ｢内戦+ の 中で生 じたジ ェ ノサ
イ ドやその 他の 極度の 人権侵害の 事実に対 して ､ 一 方 の他 - の ｢裁き+ は ､ 唯 一 の 正当な対処の 仕方
と言えるの だろうか ｡
そ うした問い に対 して ､ 一 つ の新 しい解答を導き出そうと して い る の は ､ ア パ ル ト - イ ト後の 南ア
フ リカ で ある｡ 以下､ そ れに つ い て具体的に 見て い きた い ｡
ジ ェ ノサイ ドとして のア パ ル ト ヘ イ ト
ア ポ/レト ベ イ･トが ｢人道に 対す る罪+ で ある ことは比較的容易に 理解されるが ､ ジ ェ ノ サイ ドと し
てそ れをとらえる 捌 こは ､ 疑問もあるか も しれない o なぜ ならば､ ｢ジ ェ ノサイ ド+ とい う言葉か ら
受 ける印象は ､ 通常､ ある特定の集団を短 い 期間に大量に殺教す る､ と い うようなもの で あるか らだ.
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と こ ろが ､ ア パ ル ト - イ ト体制 の 下で殺 された人の数 は ､ 194 8年 に ｢ア パ ル ト - イ ト+ を政策と し
て掲げた 国民党が政権に就 い て以来 ､ 2万 から3 万 の間 ぐらい の数と推定されてお り ､ 一 般的な ｢ジ
ェ ノサイ ド+ の イメ ー ジか らす ると､ い ささか ｢穏やかな+ もの に見え るか らで ある ｡ 実際 ､ ア パ ル
ト - イ トの 弁護着 たちの 中には ､ ホ ロ コ ー ス トに比 べ ればア パ ル ト - イ トなど大 したもの で はない ､
とい う議論 をす る者もある o
しか し､ ジ ェ ノサイ ドは ､ 単に直接に殺褒される人の数 の み で測 られ るもの で はない ｡ 先の ジ ェ ノ
サイ ド防止 条約も､ すで に紹介した とお り ､ ジ ェ ノサイ ドを ｢ある民族 ､ エ ス ニ ッ ク ､ 人種ない し宗
教集団の全体または 一 部を壊滅させ る意図をも っ て行 なわれる行為+ と定義 した上で ､ それ を具体的
に次の ようなこ とで あると規定 して い る｡ すなわち､ ｢a. 当該集団の メ ン バ ー を殺致す るこ と､ b. 当
該集団メ ン バ ー に重大な肉体的 ･ 精神的害を与 える こと ､ c. 当該集団に対 し､ そ の物理的破壊 を全体
的または部分的に惹き起こす ような生存条件を強い る こ と ､ d. 当該集団内で の 出生を阻止するた め の
方策をとる こ と ､ e. 当該集団の 子供たちを強制的に他 の集団に移す こと+ で ある(3) ｡ こ こに挙げら
れた具体的な解釈に即 して検討 して みれ ば､ ア パ ル ト - イ ト体制下では ､ a の ような直接的殺害の 数
は限定されて い たとは い え ､ b から e まで の いずれに つ い ても ､ ｢非白人+ と分類された人々 ､ とり
わけ ｢黒人+ に対 して は ､ 日常的に行われて い た こ と で ある｡ 後にも述 べ るとお り ､ 黒人居住区の 劣
悪な生活条件 (住居､ 衛生 ､ 栄養 など)､ 彼 らの 労働条件 は言うに及 ばず ､ 黒人に対す る人体実験 ､
強制的不妊手術など､ ホ ロ コ ー ス トを思い起 こ させ る ような事実が ､ 今日 ､ 次々 と明らか になっ て き
てい る｡ 実際､ そ う した ｢緩慢 な殺教+ を勘定に入れ るならば ､ 先 の 2万人か ら3 万人と いう数字は
一 挙 に 150万人に膨れ上が ると の推定もある .
つ まり ､ ア パ ル ト - イ トは ､ 今日 の 国際法的な常識か らみて ジ ェ ノ サイ ドなの である｡ さらに ､ ア
パ ル ト - イ ト体制下の南ア フ リカ は事実上 内戦状態 にあっ たの であり ､ そ こ にお ける広 い意味での｢戦
争犯罪+ ( 戦争の 開始､ 民間人 へ の攻撃 ､ 捕虜の虐待な ど) も､ 当然､ 問われなくては ならない 問題
で ある (4)o そう した ｢罪+ の性格からするか ぎり ､ 南ア フ リカ の ア パ ル ト - イ トの過去に ､ ニ ュ ル
ン ベ ル ク裁判や東京裁判 ､ ある い は ル ワ ン ダや 旧 ユ ー ゴ の 戦犯裁判 の ような方式で の ぞむ こ とは ､ 当
然予想される対応である｡ 事実 ､ 反ア パ ル ト - イ ト運動の 指導者たちも , 当初は ､ 解放 をかちと っ た
暁に は ｢南ア フ リカの ニ ュ ル ン ベ ル ク裁判+ を持とうと考 えて い た ｡ しか し､ 以下に述 べ るような
アパ ル ト - イ トの特別 な終結の し方が ､ 裁判以外 の道を選 ばせ る こ とにな っ た ｡ それが ｢真実をつ
t
う じて の 和解+ で ある｡
ア パ ル ト - イ トの 終結は ､ そ の権力の 交代 の性格か ら して ｢革命+ と いうに相応 しい もの で あるが ､
それは ､ 内戦にお ける解放勢力 の軍事的勝利 に よ っ てもた らされた の でもなく ､ ク ー デタによる政権
転覆によっ てもた らされたの でもなか っ たQ そ うで 時なく ､ 単独で の 権力の 維持 をもはや不可能とみ
た国民党と､ ア フリカ民族会議(AN C)を中心 とする解放勢力 との 間の 直接 交渉に より ､ 平和的な政権
移譲とい う形で実現されたの である｡ その ようなこ とが南ア フ リカ にお い てなぜ可能にな っ た の か に
つ い て こ こ で立 ち入 っ て論 じる余裕は ないが ､ 重要なの は ､ そ れが 単なる政治的妥協の 産物なの で は
なく ､ 過去 一 世紀に及ぶ解放闘争の歴史に根 ざして い るとい う点で あるo 一 言で い えば､ ｢人種共存+
の思想が ､ 解放運動 の核となっ て い たこ とで ある｡ そ の ことは ､ 政権交代をめぐる交渉のヰ で ､ 明確
にな っ た｡
権力の 移譲をめぐる交渉にお い て最大の 焦点となっ たの は ､ ア パ ル ド - イ ト体制の責任者たちの 処
I
遇だ っ た｡ ア パ ル ト - イ トの ｢罪+ は ､ すでに述 べ たとおり ､ ジ ェ ノサイ ドで あり ､ ｢人道に対す る
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罪+ で あり､ 内戦下の 戦争犯罪 で あるo しか し､ そ の ような体制 の責任者た ちを､ 国際法の 常識 に し
たが い ､ 犯罪者と して訴追 し処罰する とすれば ､ 何が予測され るだ ろうo 体制 の 責任者で あり受益者
であ っ た白人た ちの薮乱で あり復讐で ある o それが ､ 長年 にわた っ て 差別 の廃止 の た めに闘 っ て 来た
人々 の 目指すもの で はな い はずだ o より現実的 に考える ならば､ 経済的実力を握 る彼らが反旗 を翻し
たと こ ろに ､ 南ア フ リカ の 再建 は あり得な い はずだo こ う して ､ 結局 ､ 彼 らを法廷 に呼び 出す こ とで
はなく ､ ｢赦す+ こ と､ すなわち ｢和解+ と いう結論が導き出された の で ある ｡ A ⅣC側か らの ｢和解+
の 提案こそが ､ ア パ ル ト - イ ト体制 の 当事者た ちに権力 の放棄を決断 させた の で ある｡ しか し､ ｢和
解+ と は ､ 旧体制下で の ｢罪+ を犯 した者を無罪放免す る ことで はない ｡ そ こ で ､ 以下に ､ 南ア フ リ
カ にお ける ｢和解+ の様相 を具体的に見て み る こ とに しよう(5)0
3 真実和解委員会
ア パ ル ト ヘ イ ト後 の南ア フ リカ で ､ 戦犯法廷に代わ っ て 過去 の人権侵害に つ い て 専門的 に処理 して
きた の が ､ ｢真実和解委員会+ (T RC) で ある o 上述 の 交渉の 中でそ の設 置に つ い て の 合意が なされ ､
新政権成立後の 法律 (｢国民の統 一 と和解を推進する法+) で正 式に発 足 した . 委員会は主な政党 (含､
国民党) ･ 教会 ･ 労働組合 ･ 法律関係者 などの選考集団が 作成 した候補者リ ス トの 中から大統領 が任
命 した 1 7名 の委員で構成され ､ 反ア パ ル ト - イ ト運動の 指導者であ っ たD ･ ツ ツ 司教が座長を務め
て い るo 委員 の 中に は ､ ア パ ル ト - イ ト下で体制側にあ っ た人物 2名も含まれて い る｡ T RC はそ の任
務に対応 した 3 つ の 小委員会 (人権侵害､ ア ムネス テ ィ ､ 補償) と調査部門とを持ち､ それぞれに専
門家が 配置されて い るo TRC の活動は ､ 当初予定された 1年半の任期か ら幾度か の延長を経 て ､ 約 2
年半活動 し+1 998年 10 月 に最終報告書が 提出され た (6)o ただ し､ ア ムネス テ ィ小委員会は ま だ残
務処理 を続けて お り ､ それ が終 わり次第､ 最終報告書に補足 の形で その 結果が付記され るこ とにな っ
て い る｡
TRC の任務は､ ア パ ル ト - イ ト体制下の ｢重大な人権侵害+ に かん して ､ ･ 事実を調査す る ､ ･ 加害
者がす べ て の事実 を明らかに した場合､ ア ムネ ス テ ィ (恩赦) を与える ､ ･ 被害者 - の補償に つ い て
提案す る ､ の 3 つ で あるo こ こ で言う ｢重大 な人権侵害+ とは ､ 殺人 ･ 拷問 ･ 誘拐などを指 し､ 1 960
年3月 1 日 (ア パ ル ト - イ トの本格的展開を画 した ｢シ ャ ー プ ビル 事件+ の 直前) か ら94 年 5月 1 0
日 (マ ンデラ大統廟の就任) ま で のも の が対象である｡
TRC に は ､ ｢重大な人権侵害+ の被害者だと思う者は誰 でも申 し出 る ことが でき る｡ 申 し出を受け
ると ､ TRC は面敢や公聴会などを含む調査 を行ない ､ 事実を確定 して い く｡ ま た ､ 被害者からの 申 し
出と 朋りに ､ 独自 の調査活動も行なうo 調査 の 結果 ､ ｢重大な人権侵害+ の被害者 と認定され た者 に
は補償を受ける資格が 生 じる｡ T RCは ､ そ う した人 々 - の 補償に つ い て の 具体的な提案を大統領に対
して行なう ことに なっ て い るo - 方 ､ 加害者の 方 臥 自ら手を下 した人権侵害行為に つ い てア ム ネス
テ ィ を申請す るこ とがで きるが･､ それが認められ るた め には ､ す べ て の事実を告白す るこ とをは じめ､
後に述 べ るようないく つ か の 条件を満たさなく て はならない ｡
T RC の 特徴は ､ その名にも示 され る通り ､ ｢真実+ を ｢和解+ の た めの前提と し､ 過去 の事実を徹
底的に明らか にす る ことを新 しい社会の 建設 の 土台と して い る点で ある ｡ ア パ ル ト - イ トの 終結は ､
A NC など解放運動側の 軍事的勝利 に よ っ て もた らされ たの では なく ､ 当事者の直接の 交渉 によ っ ても
た らされたo とすれ ば､ 戦犯裁判 の ように 一 方が他 を裁くこ とで ｢過去+ に決着 をつ けるの で はなく ､
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双方が歩み寄 っ て将来の 共存の 道を探る しかない o 昨日ま で殺 し合 っ てきた人々 が今日か らは同 じ国
の 中で隣人 として生きて い かなく て はならない 状況の 中で ､ 復讐や新たな憎悪を避けるた めに導き出
されたぎり ぎりの妥協が ､ ｢真実+ と引き換えの ｢和解+ とい う方式だと言 え ようo
アパ ル ト - イ トの 下で家族を殺されたり自ら虐待を受けたり した人々 は ､ そ の 苦 しみ をどの ように
して癒す こ とができ るの だろうか｡ 物質的な補償が必要な場合もあれば､ 名誉 の回復 とい うような抽
象的な行為が意味を持 つ 場合もあるだろう｡ ある い は ､ 加害者 - の 復讐に よ っ て しか心 の 傷は癒えな
い と感ず る者 もあるかも しれない ｡ しか しい ずれにせ よ ､ 多く の犠牲者に と っ て ､ 自らの 体験を ｢語
る+ こ と がまず癒 しの 第 - 歩とな っ て い る｡ TRC の重要な役割の - つ は ､ そ の機会を提供する点にあ
るo 被害者た ちは ､ ア パ ル ト - イ ト時代 ､ 政治的権利 を持たず極度の貧困の 下に置かれ て い たばかり
でなく ､ あらゆる意味で 人間扱い されて い なか っ たo そう した人々 にと っ て､ T RC の委員との 面談で ､
あるい は 公聴会の 場で ､ 対等な人間と して扱われ､ 自らの 物語に耳を傾 けてもらえるとい うそ の こ と
自体が ､ 何よりも人間と して の 尊厳の 回復 の始まりであるo
T RCは ､ 潜在的な被害者に対 し､ 積極的に名乗り 出る ように呼びか け､ 彼らが語 る機会を用意した ｡
たとえば､ 女性の た め の 公聴会が設けられた ｡ 人種によ る差別に加 え性 による差別を受けた彼女た ち
は ､ お お よそ人前で語 っ た経験などない ､ 語る言葉を奪われ てきた人々 で あるD そ0)ような人 々 に対
して ､ NGO の 助けも借り ながら､ あなた にも語る資格が ある のだ ､ と働きか けたゐで ある｡ 同様に し
て ､ 子供 の ため の 公聴会も設 けられた ｡ 聞き取りには ､ しばしば､ トラウ マ 治療 の 専門家なども同席
した｡
事実の解明を第 一 義とする とい う趣 旨から して ､ TRC の活動 は基本的にす べ て 公開で ある｡ 被害者
も加害者も実名 を名乗る ｡ 公聴会は誰でも傍聴できる し､ そ の 様子は新聞やテ レ ビで報道され る｡ ア
パ ル ト - イ ト時代 ､ 当局 によっ て 歪曲されジ ャ ー ナリズム に よ っ て無視されてきた名もなき庶民の 体
験が ､ TRCに よ っ て初めて 陽の 目を見るこ とになる ｡ テ レ ビの 画面を通 してで あれ ､ 国民は過去 の 立
場の別 を越 えて ､ そこ で語られる言葉を聞き ､ 流され る涙 を見 る｡ 共感する にせ よ ､ 反発 を覚えるに
せよ ､ それが ､ 人 々 が共通の過去を認識する始まりで ある ｡
提出された報告書や公聴会で のや りとり の 一 字 一 句は ､.電子テ キ ス ト化され ､ イ ン タ
ー ネ ッ ト上で
も公表された (7)｡ 南ア フリカ の 大多数 の貧 しい人々 にと っ て は無縁の ことだが ､ 彼 らの 経験はそ れ
によ っ て 世界中の 人 々 に伝えられる こ とに なるo 現代的なメディ ア を積極的に採 り入れて の情報発信
l
は ､ 南ア フ リカ が平和の た めの こ の 新しい 試みを､ 世界に 向けて訴 えて い こうとする自信の 表われで
もある｡
TRCは ､ おお よそ 2 1 000件の 事件 を受理 した｡ それはア パ ル ト - イ ト下の ｢重大な人権侵害+ の全
体から見れば､ 一 部に過ぎないだろう｡ TRC に出てレ?く こ とを古傷を開く こ とだと して避ける人が あ
る 一 方､ T RCな ど儀式にすぎない とい っ て不信感を持つ 人が い るo また TRC の存在すら知 らずに い る
人もあるの が現実で ある ｡ それ にもか かわ らず ､ 政府が事実の発据に最大限の努力を払 い ､ 国民 の誰
もに語る機会を提供 しようと して い る ことは注目に催する o
アム ネス テ ィ の倫理的正 当性
TR Cが過去の 事実を解明するため の有効な手立 てとなるの が ､ 加 害者 - の ア ムネ東ティ であるo 普
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連 ならば逃げ隠れす るで あろう加害者が ､ ア ム ネス テ ィ と いう ｢飴+ に惹か
れて TRCiこ名乗 りを上げ､ 事実 を語ると予想され るか らだo ア ム ネ ス テ ィ の 申請者が虚偽 の証言を し
た り ､ 事実を部分的に しか語 らなか っ た場合 には ア ム ネス テ ィ は認 め られず ､ 通常の裁判にまわ され
る e 加害者が TRCに ア ムネス テ ィ を申請する か どうかは本人の 自由だが ､ も し申請 しなければ ､ 検察
に よる訴追を受ける可能性を免れない ｡
ア ム ネス テ ィ が認め られるため に は条件が あるo まず第 一 に ､ 申請者は事実をす べ て 明らか に しな
く て はならない o ｢事実+ を ｢す べ て+ 明らか に した か どうか は ､ TR C自身 の 調査や他の 証人や被害
者が 同席す る公聴会で の 反対尋 問な どをつ う じて判断される o もう 一 つ の条件は ､ 対象と なる行為が
｢政治的目的と結 び つ い たもの+ で ある こ とで あ
る o ｢政治的目的+ とは ､ 国家機関や政治組織 の 一 員 と して ､ そ の 命令を受けて実行 され たもの を言
う｡ そ の た め ､ 対象となる行為の 動機や状況が 詳 しく検討され る｡ た と えば白人農場主が個人的不満
から黒人使用人を殺 したような場合に は ､ 人種的憎悪 に基づくもの で は あっ て も政治的目的 で はない
か ら､ ア ムネス テ ィ の 対象とは ならな い o さらに ､ 問題の 行為は ､ そ の 時の ｢政治的目的+ に ｢相応
しい+ 内容の もの で なくて はならない o 明らか に行き過ぎた暴力はア ム ネス テ ィ の対象とは ならない
の で あるo 以上 の ようなア ムネ ス テ ィ の 手続きは ､ 裁判 の審理に非常に よく似て い る｡
こ の ように ､ ア パ ル ト ヘ イ ト下で生 じた ｢重大 な人権侵害+ の加害者は ､ 誰でも免罪されるわ けで
は ない し ､ ｢罪+ そ の もの がなか っ たとされて い るわけでもない ｡ ｢加害者+ たちの ｢罪+ を認め た上
で なお ､ 条件つ きで ｢赦す+ の が ､ T RCに よるア ム ネス テ ィ で ある ｡ ラテ ン ･ アメ リカ諸国の 同様の
委員会で使われて い る ｢イ ン ビ ュ ニ テ イ+ (免責) で はなく ､ ｢特別 に赦す+ とい う語感の 強 い ｢ア ム
ネス テ ィ+ (恩赦) の 語が使われ て い るの もそ の た めで ある｡
とこ ろが ､ T RC の活動終了 の 期限が近 づく に つ れ ､ 旧軍の指導者の 中か ら､ 旧軍 ･ 政府関係者に 一
律 にア ムネス テ ィ を与 える べ きだとの主張が声高に なされ るように なり ､ 国民党もそ れに同調 して い
る o 個別に処理 して い る時間が ない ､ それ が ｢公平+ だ､ とい うの が表 向きの 理 由だ｡ しか し､ 免罪
する こ と では なく あくまでも事実 を明らか にする こ とが目的で ある以上 ､ 個々 の 件につ い て 具体的な
調査 をした結果と して しかア ム ネス テ ィ は認め られない とい うの が T RC の大原則 で ある｡ いく つ か の
中南米の 国々 で は ､ 一 括免罪 を行
なう こ とで ､ 内戦 ･ 独裁政権時代 の 犯罪者たちをまさ に無罪放免 して しま っ た ｡ 引き換えるもの の な
い免 責には何の 正義もない ｡
以上か ら当然予想され る こ とと して ､ ア ム ネ ス テ ィ に つ い て は ､ 様々 な不満や批判が出されたo
70年代の抵抗運動 ｢黒人意識運動+ の指導者 s ･ ピ ー コ (警察で拘禁中に拷問を受け死 亡) や､ AN C
の弁護士 ムセ ン ゲ (フ ラ クプラ - ス の 司令官 D ｡ ク ツ ェ 一 に殺害され る) の遺族 臥 TRC が アム ネス
テ ィ を認 めて い る こと自体を不法 と し､ まず達意裁判 を起 こ した｡ しか しそ の訴 えは却下され ､ 日下､
ハ ー グの 国際司法裁判所に訴えを起 こ して い る｡ 多く の 黒人たちも ､ そ う した行動 を心情的に支持 し
て い るo 他方､ 国民党や ､ ANCと対 立 して きた ｢イ ン カタ党+､ 右派 の ｢フ リ ー ダム ･ フ ロ ン ト+ な
どは､ アム ネス テ ィ の審査 にお い て ANC の関係者ばかりが優遇 され て言うo そう した不満は ､ ともす
れ ば､ ｢和解+ の 装置 と して の T RCを､ ア パ ル ト - イ ト時代の 政治的対立 の 図式の 中に引き戻 して し
まい かねない ｡
しか し､ もう少 しTRC の論理 に即 して考えてみ ると ､ そ の … つ の 問題 を申請が もらばら本人 の 自発
性に任されて い る点に見 る ことが で きる｡
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ア パ ル ト - イ ト国家の 中枢 の 地位に あ っ た人物の 多くは ､ 最終的に ､ T RCに名乗 りを上げなか っ た ｡
たとえば ､ 国民党政権の 閣僚経験者のう
.
ち ､ アム ネス テ ィ を申請 した の はわずか 二人に過ぎない o 最
後の 大統領F ･ W ･ デク ラ ー ク は ､ 自分に はア ム ネ ス テ ィ を乞わ なくて はならない 理由は何もない し､
すで に何度も謝罪も した では ない かと主張す る｡ 彼 の前任者 p ･ w ･ ボ ー タは ､ ア ム ネス テ ィ を申請
しなか っ たばかり で なく ､ 参考人と して TRC- の 出席 を求め られても頑強に拒否 し続けた ｡ T RC- の
召喚には法的拘束力があるた め ､ そ れを拒否 した彼は ､ 起訴される に至 っ て い るo
一 方 ､ TRCが受理 したア ム ネ ス テ ィ申請約 700 0件の 内訳を見る と ､ 奇妙なこ とに ､ 解放運動 の 関
係者からの もの が過半数を占めて い る ことに気付く ｡ たとえば､ AN C議長で現副大統領 の T ･ ム べ キ
も､ アム ネス テ ィ を申請 し許可 された者の 一 人で あるo TRC は ｢重大な人権侵害+ と して ､ 権力犯罪
の み でなく ､ 解放運動 の側の 引き起 こ した人権侵害､ たとえば組織内部での ス パイ容疑者 - の拷問や
白人に対す るテ ロ なども対象と して い るo そ の こ と自体は ､ TR C の公平さの証では ある D しか し､ 体
制側 の加害者が少数しか名乗 りを上げず ､ そ の 結果 ､ TRC の 中で解放運動側 の 問題 が不釣り合い に大
きな比重 を占めて い る の は ､ 倒錯 した状況と言わざる を得ない ｡
TRCが ア パ ル ト - イ ト時代の 権力に よ る暴力と抵抗 の暴力と を倫 理的に等価なもの と見て い るわ
けで はない ｡ そ うで はなく ､ 双方 の 暴力の 実態を徹底的に明らかにす るこ とで ､ どこ に正義が あっ た
の か を示 そうと い うの が本 旨だ｡ ｢正 義の ため の戦争+ とい う古典的 な表現す ら使われて い る｡ しか
し､ 解放運動 の 中の暴力の 問題は ､ 今や彼 らが権力の座 に就 い た以上 ､ 過去の 問題と してで はなく現
在の 問題 と して も避けて通 るこ とが できない ｡
南ア フリカ の 隣国で ､ 1990年まで 南ア フリカ の 占領支配 を受 け､ 同じア パ ル ト - イ ト体制下に あ
っ たナ ミ ビ ア で は ､ 解放運動を担 っ てきた ｢西南アフ リカ人民機構+ (SW APO) が独立後 の 政府 を作 っ
て い る. そ の SWA POが解放戦争中に行なっ た捕虜虐待が ､ 目下 ､ 大きな政治問題とな っ て い る ｡ ナ ミ
ビア では TRC のような機関が設けられず ､ ｢過去+ に つ い て の積極的な取り組み はなされぬ ままにき
た｡ 三年 ほ ど前 ､ 運動を支持 してきたある牧師が SWAPO の捕虜虐待を告発する書物(8) を出版すると､
swAPO 指導部や政府はそれを自ら - の 誹諒と受け止 め､ 大統領がテ レ ビで 公然とその 著者を攻撃 しさ
え した｡ そ の こ とは結果として ､ 政府 に対する国民の信頼を著しく低下させて い る｡ つ まり ､ 解放闘
争中の 人権侵害をどう見るかは ､ 現在の政府 の 人権問題 に対する態度の 試金石 なの で ある｡ そう した
例と引き比 べ てみるならば､ 南ア フ リカ にお い て ､ TRCが ANCなどに よる人権侵害を取 り上げる こ と
i
の積極的な意義は明らか だ｡
問題は ､ 解放運動側 の人権侵害が 取り上 げられる こと では なく ､ 国家の側 の加害者 ､ とりわけ高い
政治的地位に あっ た者が T RC の舞台に登場 しない こ との 方にある｡ 理論的には ､ TRCにア ムネス テ ィ
を申請 しなか っ た加害者に つ い て は ､ 検察が起訴 し､ 裁判によ っ て処罰 が与えられ る可能性がある ｡
そうした手続きと対にな っ て こ そ､ TR C の追求する ｢和解+ も ､ 正義の裏付 けを持つ こ と になるはず
で あろう｡
そ う した数々 の疑問が 出され る中で ､ 人々 に大きな共感を与えたの は ､ すで に述 べ た S ･ ピ ー コ の
殺害に かんする ､ 最近の TRC の決定であるo T RCは ､ 犯人の 一 人の ア ム ネス テ ィ申請を最近にな っ て ､
最終的に拒否す るという結論を下 したの で ある｡ こ の 人物は ､ 当時警察官と して ､ 逮捕された ピ ー コ
に拷問を加 え､ 死 に至 ら しめた｡ しか し､ 彼は警察に連れ込まれた当の人物が何者で あるかも認識 し
て おらず ､ 拷問を加えた ことに ｢政治的理由+ が静め られない ､ とい うの が主たる理由で あるo こ の
I
決定 は ､ ア ムネス ティ をめ ぐっ て人 々 が憂慮してきたこ とに対す る 一 つ の 明確な解答と して ､ ｢和解+
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が 妥協で はなくあくま でも真実 と道 理 に裏付 けられたもの でなくて は ならない とい う ､ T RC の根本理
念に改めて確信 を与えるもの となっ た ｡
アパ ル ト ヘ イ ト体制の受益者
TR C の射程 か ら外れ る の は ､ ア パ ル ト - イ トの最 高責任者 ばか り で はな い ｡ ｢不法+ 行為 に手 を下
しは しなか っ た ､ しか し体制 か ら恩恵を受 け､ 体制 を常に支持 して きた 一 般 の 白人た ちも､ T RCが調
査 の対象を ｢重大な人権侵害+ に 限定す るか ぎり ､ そ の責任 を問われ る ことは ない ｡
そ の 点に つ い て ､ TRCが全く 考慮に入れて い な いわけで は ない ｡ これ まで人権侵害小委員会 に よる
独 自の調査 では ､ ア パ ル ト - イ ト体制 下の企業 ､ ジ ャ ー ナ リ ズム ､ 医学､ 司法な どの役割が取 り上げ
られてきたo 十分とは言 えない が ､ それぞれ の 関係者 に報告書を出させたり ､ 公聴会が行 なわれたり
したo ナ チ時代 を思 い起 こ させ る ようなそ れらの報告か ら浮か び上が っ て来 るの は ､ 忠実 に日常 の職
務を こ な して い た市民 の 姿で ある o そ う した事実 を公表す る こ とは ､ ｢普通 の+ 白人たちが自らの 責
任に つ い て省み るき っ か けとなるだろうo 国民党に 投票 し続 けて きた人 々 は ､ もはや ､ ｢自分 た ちは
何も知らなか っ た+ とは言 えまい o しか し､ それ は ､ あく まで も倫理的 な問題 で ある｡
そ もそ も南ア フ リカ にお ける ｢和解+ とは ､ TR Cをつ う じて加 害者 を ｢赦す+ こ とにとどまらず､
アパ ル ト ヘ イ ト後 の社会変革にお い て ､ 旧体制 の 支配階級で あ っ た白人たちに総 じて復讐も制裁も行
なわない こ と で ある o た とえば ､ 政権交代後 ､ 白人 の財産が没収 され る ことは なか っ た し､ 彼 らが 公
職 か ら追放され るこ ともなか っ たo 独 立後の ア フリカ諸国における経済建設 と政治的統合の 失敗 の経
験 を踏まえ､ また 19 90年代の 世界史的状況 を考えれば､ そ れが現実的な道なの だろう｡ しか し､ そ
れに よ っ て 旧体制 の受益者たちが ､ 相変わらず従来と同じ生活 を享受 し続 けて よい の だろうか o
T RCに よる補償は ､ 旧体制 の受益者が被害者と接点をもつ 数少 ない 点の 一 つ で ある｡ ｢重大な人権
侵害+ の被害者 と認定され た者は ､ 緊急 の補償 (たと えば ､ 今す ぐ医療 を受ける必要の ある者人 の 補
助)､ 一 回限りの 補償金 (最高 2 00 0ラ ン ト｡ 1 ラ ン トは約 25円)､ 年金 (六年間に わた り年額 1 7000
～ 20 000 ラ ン ト) など金銭 の形 の 補償を受けられ る ほか ､ 名誉の 回復 ､ 謝罪 ､ 記念碑 の設 立 ､ 行方不
明者の 捜索､ 遺体の発掘と埋葬などを求め る こともできる ｡ 金銭的な補償の 財源 は ､ 大統領の 基金か
ら拠出され る緊急補償を別 とすれば ､ 通常の 国家予算で ある｡ TRC の最終報告書で は ､ こ の補償の た
めに ､ 特別 の課税を行 なう こ とが提言されて い る｡ それ どの ように具体化する かは今後の 国会 の決定
にか か っ て い るが ､ 一 般 の 国民 (とい っ ても ､ 実際に納税す る の は高額所得者､ すなわち白人を中心
とす る 旧体制 の 受益者となる) や企業に対 して ､ こう した 目的 のため の 課税を行 なう ことは , 彼 らに
｢身銭を切 っ て+ 旧体制 を支持 して きたこ と - の ｢償い+ をおこ なわせ る ことを意味す る｡ 少 なくと
も ､ それ だけの ｢犠牲+ を払わせ る こ とな しに は ､ ｢和解+ は倫理的に 正当化 されない こ とは明らか
で あるo
さらに言えば､ TRC による補償は ､ 本 来､ ア パ ル ト - イ ト体制の被害者の救済の 一 部で しかな い o
土地改革をは じめとす る経済改革や ､ 住宅建設 ･ 学校建設な どの 事業､ また､ これまで不利な地位に
置 かれて きた人 々 に様々 な社会的チャ ン ス を与 える ｢積極 的差別是正措置+ ポジ テ ィ ヴ ･ ア ク シ ョ ン
などと相侯 っ て ､ TRC の補償も意義を発揮す る｡ ア パ ル ト - イ トの深 い 傷を負っ た社会に正 義を回復
するには ､ そう した全般的な社会改革の ために どれだけか つ て の ｢受益者+ たちの支払 っ た税金が投
入され るか にか か っ て い るとも言 える(9)0
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過去 とどう向き合うか
以上 の ような TRC の活動は ､ 戦争や ジ ェ ノサイ ドとい っ た ､ 人類社会の 中で最も深刻な帰結 をもた
らす事象 に対 して ､ そ の ｢加害者+ と ｢被害者+ とが どうい う関係 を取り結ぶか に つ い て の ､ 一 つ の
新 しい試み として と らえるこ とが できるo
冒頭で ､ 第 二次世界大戦以降 50 年来の 国際社会の ジ ェ ノサイ ドに つ い ての 捉え方 の変遷を見て き
たが ､ 実は こ の 問題は ､ よ り広く ､ 今世紀にお ける戦争責任論 の展開の 中で とらえる こ とが できるo
すなわ ち､ 戦争にお い て ､ 勝者が敗者 を ｢懲ら しめ+, ｢復讐する+ とい う対処の しかた から､ 戦争を
ひきお こ した責任 を問い ､ 被害を旧に復す る ､ と いう考 え方の 生まれた第 - 次世界大戦以来､ 人類 は
19世紀まで とは違 っ た紛争解決の 道を探 っ てきた とい える｡ 第二次世界大戦後 の 二 つ の 戦争裁判 も
そ の 発展 の 上 に生まれたもの で ある｡ しか し､ ｢勝者の裁き+ と いう批判が しばしばなされる ように ､
｢裁く+ とい うこ と の持 つ 宿命的な 一 面性は常に存在するo - 国 の 内部であれ国際社会 にお いて で あ
れ ､ 真 に ｢中立的+ で ｢客観的+ な蘭停者を想定する こ とは 困難 で ある｡ そ の 点で TRCが 画期的なの
は ､ 様 々 な判断を下す委員の 中に解放運動側 ､ 旧体制側双方 の 関係者を構成員と して入れ るとともに ､
｢加 害者+ と ｢被害者+ の 双方を公開の 場に呼び出 し､ 直接対峠させ る点であろう｡ そ の こ と によ っ
て ､ ｢真実+ の 在処を探る とともに ､ そ こ で明らか にされ た ｢真実+ を国民が共有 して いく とい うこ
とに価値がお かれて い るの で ある o
T RCにお い て ､ 正義を何復するため の ｢裁き+ という考え方が全く放棄されて い るわけで はない o
しか し､ ｢裁き+ は､ それ自体が 目的なの で は ない ｡ T RCが 目的とする の はあくま で も ｢真実+ の追
求で ある｡
｢裁き+ は ､ 必ず しもす べ ての 真実が明らか にならなくて も､ 決定的な事実が 明らか になれば下 し得
る場合が ある｡ しか し､ それは南ア フ リカにお いて求め られて い る､ す べ ての 人々 が自らの過去 と向
か い 合い ､ その 中か ら共存の道を探るとい う目的に奉仕するもの で はない ｡
さらに ､ TRC の場合には ､ 加害者によ る ｢謝罪+ も重視して い ない ｡ 少なくとも､ それ はアム ネス
テ ィ を許可す るた めの 条件とはされて い ない o これは 一 見奇妙なこ とに見えるかも しれない が ､ 実は ､
本質的な問題を含む点である｡ つ い こ の 間までア パ ル ト - イ ト体制 を推進 ･ 支持 してきた人々 が ､ そL
の 思想 ･ 態度を - 朝 一 夕に変える という ことは , ふ つ うあり得 ない Q たと えば､ 第二次世界大戦後に
お ける軍国主義か ら民主主義 - の 制度上の 転換は ､ 人々 の 意識 をただちに変えるもの で はなか っ た こ
とは 明らかで ある｡ 50年かか っ て なおそれ に取り組ん で い るの で ある｡ ｢謝罪+ や ｢改俊+ を他人が
測るこ とはできない ｡ 戦争犯罪に つ い て飽きるほ ど ｢謝罪+ を繰り返す日本政府がア ジア の 人々 に何
らの満足をももたらして い ない こ とから､ ｢謝罪+の言葉の空虚さを我々 は何よりも よく知 っ て い る ｡
真の ｢謝罪+ に催するの は ､ す べ て の真実を明らか にす るとい うこ とに ある｡ それに つ いて の 判断 ･
対処はそ こ から始まる の である｡ とすれ ば､ 国家のす べ き ことは ､ ｢反省+ を可能 にす る条件を作る
こ とで しかない ｡ そ してそ の 条件とは､ 何より も事実を解明 し記録 して いく手だて を講じる ことだろ
う｡
南ア フ リカ の政治や経済の現状に つ い て の研究を辛が けて い る人々 の 間で は ､ そ の ｢効果+ の 点か
らTRCを否定的に評価する傾きが強 い ｡ しか し､ すで に述 べ たとお り ､ TRCは ､ それ自体が直ちに現
7?
在の 南ア フリカ の経済問題 を解決 したり ､ 社会的安定をもたらす特効薬では ない ｡ む しろ､ そ の 意義
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は ､ 2 0世紀の 人類史の 中で ､ ジ ェ ノサイ ドと い う深刻な事実体験 し､ 深 い亀裂を刻み 込まれた社会
が なお ､ 自ら の力で それ を乗 り越えようとす る ､ 2 1世紀型 の 共存の思想を先取り的に実現 した点に
こそ 見る べ きだろうo
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